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曾こやかに

願いをこめで

　３月３日、第５保育所では「ひなまつり」のお祝いと、この

日を前後して誕生日を迎えた３名の子供たちの「お誕生日会」

が合せて行われました。

　会場にはりっぱなひな段飾りが、その両側には子供たち手作

りのひな人形がならべられ、子供たちは歌をうたったりゲーム

をしたりして、楽しい１日を過ごしました。なかでも男女１組

づつが衣装を身につけ、かわいいおひなさまとりりしいおだい

りさまになって、ひな段にすわったところを写真にとる「ひな

まつりゲーム」は人気があり、みんな自分の番になるのが待ち

どおしいようすでした。（ひな段飾りは、上稲葉出身で埼玉県

岩槻市の大豆生田昭さんから寄贈されたものです）

-

心



－－　
早
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胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
必
ず
受
け
よ
う

　
結
核
に
っ
い
て
は
、
近
年
、
そ
の

減
少
と
と
も
に
関
心
が
薄
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
発
病
し
療

酋
長
を
受
け
て
い
る
ハ
も
何
人
か
お
り
、

ま
だ
ま
だ
恐
ろ
し
い
病
気
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
例
年
の
と
お
り
昭
和
六

土
二
年
度
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
、

第
一
次
二
半
三
日
間
）
、
第
二
次
回

日
間
）
と
行
い
ま
し
た
。

　
別
表
は
町
内
別
受
診
状
況
で
す
。

こ
の
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
だ
、

年
一
回
の
レ
ン
ト
ブ
之
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
の
方
ほ
ど
病
気
に

か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
受
診

さ
れ
た
方
で
、
結
果
通
知
の
な
か
っ

た
方
は
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
。

へ
受
診
率
優
良
自
治
貪
ベ
ス
ト
こ
〉

　
≒
千
生
駅
束
団
地
自
治
会

　
２
、
今
　
件
　
自
　
治
　
会

　
大
城
　
内
　
自
　
治
　
会
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下
水
道
の
受
益
者
負
担
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
快
適
で
清
潔
な
生
活
環

境
を
作
る
た
め
、
下
水
道
の
整
備
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

〈
受
益
者
負
担
金
制
度
〉

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益
者
）
に

対
し
て
、
下
水
道
建
設
費
の
一
部
に

あ
て
る
た
め
、
受
益
の
範
囲
内
で
負

担
金
を
賦
課
し
ま
す
。
そ
の
負
担
金

は
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
町
の
条

例
で
定
め
て
賦
課
す
る
も
の
で
す
。

　
下
水
道
ら
整
備
に
と
も
な
い
汚
水

が
排
除
さ
れ
、
周
辺
の
生
活
環
境
も

改
善
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
土
地
ご

利
用
価
値
も
上
が
り
ま
す
。
し
か
し

下
水
道
整
備
に
係
る
費
用
は
、
主
と

し
て
国
や
町
な
ど
の
公
費
（
机
金
な

言
言
八
‥
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
下
水
道
設
置
に
よ
り
便
益
を
受

け
る
人
々
か
ら
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
公
平
な

負
担
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
か
ら
受

益
者
負
担
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
下
水
原
受
益
者
負
担

金
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
受
益
者
と
は
？
〉

　
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
受
益
者
と
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
る
地
域
の
土
地
所
有
者
を
言
い
ま

す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権
・

質
権
・
使
用
賃
借
権
な
ど
の
権
利
が

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
権
判
者
が
受
益
者
に
な
り
ま
す
。

Ａの土地に
Ｂが家を建て匹］

Ｃに貸している場合

〈
負
担
金
の
賦
課
区
域
〉

　
受
益
者
負
糾
合
は
、
下
水
道
が
整

備
計
画
さ
れ
て
い
る
区
域
の
土
地
が

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
整
備

さ
れ
る
ま
で
に
は
長
い
期
間
が
必
要

で
す
の
で
、
そ
の
整
備
状
況
に
合
せ

て
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
区
域
を
「
賦
課
対
象
区
域
」
と

い
い
、
年
度
の
初
め
に
告
示
し
、
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
負
担
金
及
び
納
付
方
法
〉

○
負
担
金
は
、
土
地
一
�
当
た
り
に

　
つ
き
三
〇
〇
円
で
す
。

○
納
付
方
法
は
、
五
年
に
分
割
し
て

　
毎
年
四
回
（
通
算
二
十
回
）
納
期

　
　
　
　
）

〈
一
括
納
付
報
奨
金
〉

す
と
、
納
期
数
に
よ
り
最
高
２
０
％
の

範
囲
内
で
、
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

受
益
者
負
担
金
を
一
括
納
付
し
ま
　
　
す
。

１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります壬生町民憲章

ま　に

す　幕内

　゜め

　　　て

　　　い

　　　た

　　　だ

　　　く

　　　ヽ　　　－
　　　と

　　　に

　　　な

　　　り

役
場
が
火
事
／

　
　
消
防
演
習
を
実
施

　
町
の
消
防
演
習
が
役
場
を
会
場
に

し
て
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
（
鈴
木

但
消
防
艮
）
、
町
消
防
団
（
梁
島
安
男

団
長
）
に
よ
り
、
三
月
四
日
午
前
十

時
か
ら
行
わ
れ
、
同
組
合
か
ら
四
小

隊
（
消
防
ポ
ン
プ
車
、
消
防
タ
ン
ク

車
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
救
急
車
陽
、

町
消
防
団
か
ら
第
一
分
団
第
一
部
～

第
五
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
ト
時
、
役
場
二
階
企
画
財
政

彦
で
誤
ま
っ
て
ス
ト
し
フ
を
転
倒
さ

せ
出
火
、
現
在
延
焼
拡
火
中
で
初
期

使
っ
て
壁
を
登
り
屋
上
の
二
名
を
救

助
す
る
と
こ
ろ
を
披
露
し
、
見
守
る
町

長
を
は
じ
め
鈴
木
消
防
長
、
梁
島
消

防
団
長
な
ど
の
関
係
者
や
地
域
住
民

の
人
た
ち
、
そ
し
て
近
く
の
幼
稚
園

や
保
育
所
の
子
供
だ
ち
か
ら
も
、
盛

ん
な
拍
手
や
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
婦
や
子
供
達
も
参
加
し

て
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
や
起

震
車
に
よ
る
地
震
動
搭
乗
体
験
な
ど

も
実
施
さ
れ
、
総
合
的
な
消
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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+
1
曝
閉
庁

（
第
二
、
第
四
土
曜
日
）
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役
場
本
庁
及
び
出
張
所
は
、
四
月

か
ら
毎
月
第
二
土
曜
日
と
第
四
土
曜

日
が
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
閉
庁
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
ド
を
ま
ね
か
な
い
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
次
の
施
設
は
従
未
の
と
お

＠
･
I
S
･
‐
S
~
~
j
~
“
M
l
d
s
.
＝
S
、

り
で
す
。

◇
社
会
教
育
施
設

　
○
公
民
館
（
中
火
・
稲
葉
・
南
犬
飼

　
　
　
ｓ
北
）

　
○
図
書
館
及
び
歴
史
民
俗
資
料
館

　
ｏ
嘉
陽
が
斤
ふ
れ
あ
い
広
場

　
ｏ
総
合
運
動
場

◇
福
祉
施
設

　
ｏ
保
育
所
（
第
一
～
第
九

女
性
の
生
き
方
を
考
え
る

第
一
回
婦
人
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い

事例発表する

　福田静江さん

謀巌

窟万]聯ﾖ訟尚尚

町
議
会
則
議
長
の
石
川
昭
三
氏
が
祝

　　辞

そ　を

の　述

後べ

　｀　ま

人　し

見　た

イ　　゜

さ

ん

が･

み

ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
」
そ
し
て
、

福
田
静
江
さ
ん
が
（
多
く
の
人
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
ｏ
児
全
館

　
ｏ
老
人
憩
い
の
家
（
東
雲
・
富
七
見
）

　
ｏ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
ｏ
睦
作
業
所

◇
そ
の
他
の
施
設

　
ｏ
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
亘
ト
水
道
北
部
処
理
場

　
ｏ
水
道
課
中
火
配
水
場

　
ｏ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
ｏ
農
村
婦
人
の
家

　
ｏ
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
施
設
利
用
期
間
）

　
ｏ
小
中
学
校
給
食
施
設

問
い
合
せ
Ｕ
＆
汲

　
「
お
答
え
し
ま
す
」

　
先
日
町
内
の
▽
王
婦
の
方
よ
り
次

の
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

紙
㈲
に
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

圓
町
役
場
の
あ
る
職
員
は
、
午
後
五

　
時
前
の
時
間
中
と
い
う
の
に
家
に

　
居
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
役
場
は

　
そ
ん
な
に
暇
な
ん
で
す
か
。

④
町
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
一
般
的

　
に
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
五
時
ト
五
分
ま
で
と
な
っ
て
お
り

　
ま
す
。
な
お
、
勤
務
場
所
に
よ
り

　
土
曜
日
、
日
曜
日
に
出
勤
す
る
所

　
も
あ
り
、
ま
た
、
勤
務
時
間
が
変

W

則
な
所
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
件
で
す
が
、
町
職
員

に
は
一
定
の
年
次
休
暇
の
制
度
が

あ
り
、
手
続
き
を
す
れ
ば
事
務
に

支
障
の
無
い
範
囲
で
時
間
休
暇
、

あ
る
い
は
何
日
間
か
の
休
暇
を
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
質
問
の
あ

り
ま
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
正

式
に
時
間
休
暇
の
手
続
き
を
し
て

承
認
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
週
休
二
日
制
（
土
曜
閉

庁
）
に
よ
る
代
休
振
替
制
を
実
施

し
、
平
日
で
も
勤
務
を
要
し
な
い

職
員
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
方
々
に
誤

解
を
招
か
な
い
よ
う
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
評
論
家
の
吉
武
輝
子
先
生
の
「

今
、
女
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

は
」
と
い
う
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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下坪遺跡の

　　発掘調査より

で
今
か
ら
柏
一
、
五
〇
〇
年
前
の
お

墓
が
数
基
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
を
紹
介
し

ま
す
。

　
写
真
の
お
墓
は
、
河
原
石
を
使
い

大
き
さ
は
長
さ
柏
ニ
メ
ー
ト
ル
、
松

柏
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

写
真
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
天
井

に
は
七
個
の
大
き
な
河
原
石
が
載
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
か
ら
は
、
血

刀
と
刀
予
示
刀
）
が
出
土
し
、
血
刀

は
長
さ
Ｉ
」
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も

　
昨
年
ト
月
か
ら
町
教
育
委
員
会
に
　
　
あ
り
、
木
製
の
鞘
も
部
分
的
に
残
っ

よ
リ
羽
生
田
下
坪
遺
跡
の
発
掘
調
査
　
　
て
い
ま
す
。

包
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
調
査

い
国
民
年
金
の
保
険
料
（
一
ケ
月
八
、

　
、
○
○
○
円
）
は
、
一
括
し
て
前
納
す

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

報
　
前
納
し
ま
す
と
、
納
期
ご
と
に
納

呟
め
る
手
間
が
は
ぶ
け
る
と
と
も
に
、

皿
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｍ
　
　
ま
た
、
納
め
る
額
も
割
引
き
さ
れ
、

い
大
変
お
得
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

･ | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
国
民

年
金
係
（
八
二
－
こ
一
三
四
内
線
田

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

１年分前納した場合

☆前納の納期限は４月28日です。

図

｀ J

⑩り

　
★
一
月
の
貸
出
、
倍
増
／

　
入
館
者
数
、
貸
出
冊
数
な
ど
は
、

左
下
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
出
し
た
本
の
冊
数
は
、
壬
生
町

立
図
書
館
は
し
ま
っ
て
以
来
、
最
高

を
記
録
し
、
い
ま
ま
で
の
約
二
倍
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
た
の

は
、
Ｊ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
に
よ
り

一
回
に
借
り
ら
れ
る
冊
数
が
、
ひ
と

り
５
阻
に
ふ
え
た
こ
と
な
ど
が
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
♀
均
し

ま
す
と
、
ひ
と
り
ご
▽
五
行
の
貸
出

し
で
す
。
）

　
　
○
寄
贈
図
書

ｏ
海
老
沼
文
子
氏
（
文
芸
書
）

ｏ
金
子
ふ
み
子
氏
（
文
芸
書
）

ｏ
田
中
二
仁
氏
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ

　
上

○
丹
内
雅
男
氏
（
推
理
小
説
は
か
）

ｏ
橋
本
行
則
氏
（
医
療
を
さ
さ
え
る

　
死
生
観
）

皇
に
新
涼
次
氏
（
車
輪
付
き
花
屋
台

　
の
誕
生
一
著
書
）

　
　
た
く
さ
ん
の
ご
寄
贈

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
図
書
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
方
を
右
の
よ
う
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、
作
業
の
都
合
上
、
本
紙
へ
の

掲
載
は
少
し
遅
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書

の
う
ち
、
図
書
館
の
蔵
書
と
重
複
し

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
処
遇
を
こ
ち

ら
に
お
任
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
○
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん

　
　
に
よ
る
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

ｏ
３
月
２
５
日
出
　
図
書
館
児
童
皇

　
　
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
皿
分

ｏ
だ
し
も
の
ー
「
お
い
し
い
ゆ
め
」

　
　
　
「
も
う
じ
言
ね
ん
せ
い
」

　
　
　
「
さ
ん
ぽ
く
ま
さ
ん
」
　
は
か

　
　
　
　
み
ん
な
で
み
に
き
て
ね
／
・

　
○
３
～
４
月
の
休
館
日

・
３
月
２
０
八
日
　
４
月
３
・
1
0
日

ま
た
、
３
月
2
1
日
州
は
祝
日
（
春
分

の
日
）
で
す
の
で
、
２
０
・
２
１
日
と
、

連
休
に
な
り
ま
す
。

　
○
３
月
の
館
内
整
理
日
－
３
１
日
㈲

　
館
内
整
理
日
は
、
一
日
中
休
み
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

入館者3,013人（÷512）

貸出者1,937入（　－）

冊　数6,822優（+S,102）

o移動図書館

利用者数　108人（＋17）

貸出冊数　806冊（－18）

　　　　（　）内は前月比

１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります壬生町民憲章
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倆/近収税/の/

/い/ろ/い/ろ坤し

消費税ｶ･
４月からスタートします

　
消
費
税
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
税

制
改
革
関
連
六
法
案
が
、
先
の
臨
時

国
会
で
可
決
、
成
立
し
、
四
月
一
日

か
ら
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
消
費
税
は
、
課
税
ペ
ー
ス
の

広
い
間
接
税
と
し
て
原
則
的
に
す
べ

て
の
消
費
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
わ
が
国
が
初
め
て
経
験
す
る
新

し
い
タ
イ
プ
の
税
制
で
す
。

　
消
費
税
に
つ
い
て
お
分
り
に
な
ら

な
い
点
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

ｏ
栃
木
税
務
署

○
税
務
相
談
室

言
〒
○
八
八
五

言
〒
七
四
三
五

〈
届
け
出
の
手
続
き
に
つ
い
て
〉

　
事
業
者
に
は
、
各
種
の
届
け
出
等

の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
税
務
署
長
に
対
し
て

そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
け
出
等
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
主
な
届
出
書
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
三

　
　
千
万
円
を
超
え
る
と
き

　
　
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
〕

二
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
と

　
　
　
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選

　
　
　
｛

択
届
出
書
　
　
　
　
　
　

｝

三
、
課
税
業
者
に
な
る
こ
と
を
選
択

　
　
す
る
と
き

　
　
　
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

　
　
　
「

届
出
書
　
　
　
　
　
　
　

」

四
、
課
税
期
間
の
短
縮
を
選
択
す
る

　
　
　
消
費
税
課
税
期
間
特
例

　
　
　
「

選
択
届
出
書
　
　
　
　

」

〈
申
告
と
納
税
の
手
続
き
〉

　
課
税
事
業
者
は
課
税
期
間
終
了
後

ニ
ケ
月
以
内
に
、
所
轄
の
税
務
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
申

告
に
係
る
消
費
税
額
を
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
課
税
期
間
開
始
以
降
六
ケ

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
ニ
ケ
月
以
内

に
中
間
申
告
と
納
付
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
中
間
申
告
と
納
付
は
、
直

前
の
確
定
申
告
に
記
載
し
た
税
額
心

二
分
の
一
の
全
部
を
申
告
・
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
間

申
告
す
べ
き
税
額
が
三
〇
万
円
以
下

の
場
合
に
は
、
中
間
中
告
と
納
付
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
中
間
中
心
‥
は
、
仮
決
算
に
基
づ
く

　
金
額
に
よ
っ
て
申
告
・
納
付
す
る

　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
還
付
を
受
け
る
輸
出
業
者
な
ど
の

　
場
合
は
、
課
税
期
間
の
縦
縞
を
選

　
択
す
る
旨
の
届
出
書
を
提
出
す
る

　
こ
と
に
よ
り
、
年
四
回
の
申
告
と

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
課
税
売
上
高
に
封
す
る
消
費
税
額

　
よ
り
も
課
税
仕
大
高
に
含
ま
れ
る

　
消
費
税
額
が
多
い
場
合
、
又
は
確

　
定
申
告
に
よ
る
納
税
額
よ
り
も
中

　
間
申
告
に
よ
る
納
付
加
が
多
い
場

　
合
な
ど
、
消
費
税
額
の
控
除
不
足

　
額
が
あ
る
場
介
に
は
、
確
定
申
告

　
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
還
付

　
さ
れ
ま
す
。
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あなたは

　10歳若返る

　
体
力
維
持
と
ス
ポ
ー
ツ

　
日
本
人
の
総
合
的
な
体
力
の
ピ
ー

ク
は
、
男
女
と
も
1
7
歳
か
ら
1
8
破
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
前
後
の
時
期
に
、
ス

ポ
ー
ツ
に
励
み
、
体
力
の
増
強
に
つ

と
め
れ
ば
、
標
準
の
体
カ
ピ
ー
ク
を

上
回
り
、
同
じ
1
7
破
で
も
持
久
力
や

瞬
発
力
な
ど
に
犬
き
な
ひ
ら
き
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
鍛
え
た
人
の
体
力

の
ピ
ー
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
か
っ

た
人
よ
り
も
高
く
、
年
を
と
っ
て
も

ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
か
っ
た
人
の
体
力

よ
り
Ｌ
回
り
ま
す
。
（
図
参
照
）

　
ま
た
、
3
0
破
以
上
の
体
カ
テ
ス
ト

の
結
果
か
ら
、
５
９
破
の
人
の
体
力
は

３
０
破
の
人
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
３
０
歳
か
ら
で

も
週
３
～
４
日
以
上
の
適
度
な
連
動

を
し
て
体
力
維
持
に
努
め
ニ
打
け
ば
。

　
　
　
　
　
　
）

運動部(クラブ)活動経験別の

　　壮年体力テスト合計点(男性)

　　　　　　　　　●中学･高校･大学運動部経･

運動部(クラブ)活動経験別の

　　壮年体力テスト合計点(女性)

U　･‘41　ヽ･54　一一5g(廠1

35

　39

ヽ59(歳)－S9　一一●4-･49

年
齢
は
５
９
歳
で
も
、
肉
体
は
1
0
歳
以

上
も
若
く
保
て
る
こ
と
が
分
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
週
―
～
２
回
の
運
動
や

月
―
～
２
回
の
運
動
で
も
、
続
け
て

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
動
を
し
な

い
同
年
代
の
人
よ
り
は
、
体
力
が
４

歳
～
５
歳
若
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。

　
健
康
で
し
か
も
体
力
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
大

切
で
す
。
み
な
さ
ん
も
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章
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２月の町内価格

心

海(回天Jj万゛

,

Jに･jに

個j

]轍末㈱回 禰軒鯛離1 巣朧 瀬畔晰
１　等　粉
　l　kg

155～　238 196 199

兼兼
も　も　肉
　　100g

118～　180 156 158

姉弟郷嫉
ビ　ン　入
　1，650g

350～　525 423 410

漸]]｀jjJil糖jJj゛ 上　白　糖
　　l　kg

198～　250 229 229

X………Uyjjlよxj遡万油宍万万 濃ロポリ入
　ｌ　ｇ 178～　265 234 246

漁港誰拉 loog　i 150～　298 201 220

水煮６号

　200g
98～　145 111

852

１１０

大京1 150g 598～1,015 871

顛末胆 l　kg 100～　250 157 207
崖剪

…

…･家
回|･JI

呂

に

l示

に

1

に

J

､11｀､、｀゛､゛､､｀,､･%%♂♂%

l　kg 125～　185 162 172
ﾄﾞ…

……ﾐ

万面子………゛J｀j

10個入　Ｍ 125～　200 142 145

兼兼兼 1,200枚 185～　278 240 241

貴顕塵 400枚 80～　210 130 123

4.1kg 798～　980 909 921

380銘 145～　288 176 171

朧朧類 30cmx20m 130～　218 182 182

囲晰朧 25cmx8m 108～　188 129 127

躾二

,1､

JjlJjJj

,

jJ躾JJI

１８　必 630～　750 690 688

諦孵矩ぐj ５　� 2,600～2,660 2,650 2,650

朧顕宗 レギュラー
　ｌ　ｇ 112～　116 １１４ １１３

兼言兼 １　£ 65～　70 65 67

　
三
月
は
転
勤
や
入
学
・
卒
業
な
ど

に
よ
る
引
っ
越
し
が
、
特
に
多
く
な

り
ま
す
。
犬
切
な
家
財
を
安
全
で
し

か
も
経
済
的
に
逓
ぶ
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
、
ト
ラ
ッ
ク
逓
送
を
利
用
す
る

場
合
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
業
者
を
選
び
ま
す
。
選
ぶ

に
当
た
り
、
引
っ
越
し
運
送
約
款
に

従
い
見
楷
書
を
と
り
ま
す
。
運
賃
や

実
費
の
他
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
料
学

用
品
の
処
分
、
引
っ
越
し
に
関
す
る

手
続
き
の
代
行
等
に
つ
い
て
確
認
を

忘
れ
ず
に
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
ご
と
に
見
楷
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

見
積
り
の
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、

複
数
の
業
者
か
ら
と
り
よ
せ
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
次
に
荷
物
の
取
り
扱
い
で
す
が
、

貴
金
属
や
有
価
証
券
な
ど
は
、
荷
物

の
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
美
術
晶
や
こ
わ
れ
や
す
い
も

の
に
っ
い
て
は
、
業
者
に
は
っ
き
り

と
申
し
出
て
お
き
ま
す
。
ま
侃
保

険
を
か
け
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
運
送
中
の
事
故
は
、
家
具
の
キ
ズ

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
柏
な
ど
の
小
物
の
紛

失
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
原

則
と
し
て
業
者
の
責
任
と
な
り
ま
す

が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
さ
け
る
た
め
小
さ

な
荷
物
に
は
通
し
番
号
を
付
け
る
な

ど
し
て
、
引
き
渡
し
の
と
き
嬉
認
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
し
、

紛
失
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
は
、

三
ケ
月
以
内
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

爽爽呂1チピッ子アjl,八ム回四回眉

橋本卓也ちゃん（東下台）、_

　
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
二
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
　
（
父
）
橋
本
昭
一
さ
ん

　
　
＾
母
゛
　
″
和
子
さ
ん
の
長
男

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い

　
　
　
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
／
’

※
係
で
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
お
子
さ
ん
（
一
～
四
歳
）
の

　
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
民
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
学
生
が
車
を
救
助
し

　
運
転
手
か
ら
感
謝
さ
れ
る

　
二
月
ト
ー
日
、
壬
生
中
学
校
二
年

生
の
鈴
木
充
君
は
、
小
山
市
の
練
兵

館
剣
道
場
へ
行
く
途
中
、
小
山
市
内

の
道
路
で
ぬ
か
る
み
に
は
ま
っ
て
い

る
車
を
発
見
し
、
牧
出
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
車
の
運
転
手
か
ら
壬
生
中

学
校
に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
感

謝
の
遠
路
が
入
り
ま
し
た
。

　
同
役
で
は
、
苦
行
の
模
範
と
し
て

鈴
木
君
を
た
た
え
ま
し
た
。

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
（
（
笏
二
二
三
四
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

カ
ル
タ
取
り
に
熱
中

第
一
回
カ
ル
タ
取
り
大
会

分
か
れ
、
六
人
（
丁
二
年
年
は
十
人
）

づ
っ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
行
わ
れ

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で
一
番
カ
ル

タ
を
集
め
た
子
供
た
ち
に
よ
る
決
勝

敏
が
た
た
か
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
が
、
カ
ル
タ
を
読
み
あ

げ
る
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
我
先
に

カ
ル
タ
を
取
る
う
と
す
る
姿
は
、
と

て
も
た
の
も
し
い
も
の
で
す
。
カ
ル

タ
を
た
く
さ
ん
集
め
た
人
も
、
少
し

し
か
取
れ
な
か
っ
た
人
も
、
み
ん
な

い
っ
し
ょ
に
カ
ル
タ
取
り
を
楽
し
み

　
二
月
十
九
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
　
　
ま
し
た
。

で
、
町
教
育
委
員
会
と
町
子
供
会
　
　
　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

育
成
会
連
続
協
議
会
共
催
の
カ
ル
タ
　
　
丁
二
年
の
部

取
り
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
小
学

校
児
童
生
徒
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
大
会
は
、
児
童
・
生
徒
が
友
だ
ち

と
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
考
え
る
力
、

思
い
や
る
心
を
育
て
よ
う
と
、
例
年

の
た
こ
作
り
教
室
・
た
こ
上
げ
大
会

に
か
わ
る
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

　
競
技
は
、
丁
二
年
生
、
ご
∵
四

年
生
と
五
・
六
年
生
の
ブ
ｗ
ッ
ク
に

W

　
第
一
位
　
　
高
木

　
第
二
位
　
　
石
塚

　
第
三
位
　
　
坂
本

三
・
四
年
の
部

恵
美

方
元

聡
子

　
第
一
位
　
　
川
野
辺
芳
治

　
第
二
位
　
　
木
村
　
光
一

　
第
三
位
　
　
松
本
　
幸
治

五
・
六
年
の
部

第
一
位
　
　
松
本

第
二
位
　
　
高
山

第
三
位

中
野

　
太

優
子

愛
子

甲
子
園
に
町
内
か
ら

　
二
名
の
選
手
が
出
場

　
甲
子
園
球
場
で
三
月
二
十
六
日
か

ら
始
ま
る
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
本

エ
ー
ス
で
八
番
打
者
の

　
　
　
篠
原
智
紀
君

一
塁
手
で
六
番
打
者
の

　
　
　
顛
葉
守
哉
君

県
か
ら
宇
都
宮
工
業
高
校
が
代
表
と

し
て
選
ば
れ
、
そ
の
宇
土
野
球
部
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
甲
子
園
出
場
の

原
動
力
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
壬
生
町

在
住
の
二
人
の
選
手
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
来
た
る
大
会
の
ご
健
闘
を

祈
り
ま
す
。

　
篠
原
智
紀
君
こ
一
年
、
安
塚
一
）

は
、
南
犬
飼
中
野
球
都
出
身
で
、
長

身
か
ら
の
ス
ト
レ
ー
ト
と
力
－
ブ
が

武
器
で
、
十
勝
無
敗
、
防
御
率
∵

二
Ｉ
と
す
ば
ら
し
い
成
禎
を
残
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
萌
黄
守
哉
君
（
二
年
、
壬
生

下
馬
木
、
壬
生
中
出
身
）
は
好
打
者
と

し
て
監
督
の
信
頼
が
厚
く
、
打
率
三

割
六
分
三
厘
を
マ
ー
ク
し
、
選
球
眼
も

良
く
攻
守
と
も
そ
ろ
っ
た
選
手
で
す
。

W

若
さ
八
ク
ハ
ツ

老
人
演
芸
大
会
行
う

（
三
月
三
日
、
中
央
公
民
館
）
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昌卜

あ達者

　カッフjl，

　　⑥

　　鹿島　渡辺

毎
朝
、

乾
布
ま
さ
つ
を
行
う

　
黒
川
を
は
さ
ん
で
都
賀
町
と
接
す

る
鹿
島
は
、
い
ち
ご
の
生
産
が
盛
ん

で
、
フ
ス
時
期
は
ハ
ウ
ス
で
、
毎

日
い
ち
ご
摘
み
を
手
伝
っ
て
い
る
ご

と
い
う
、
和
平
さ
ん
（
八
ト
収
）
と

奥
さ
ん
の
ト
ョ
さ
ん
（
七
十
じ
収
）

は
、
結
婚
さ
れ
ス
五
十
五
年
の
、
仲

睦
ま
じ
い
御
夫
妻
で
す
。

　
　
「
今
で
も
眼
鏡
を
か
け
な
い
で
、

新
問
を
読
ん
で
い
る
ノ
と
い
う
和
心
‐

さ
ん
の
趣
味
は
、
頓
本
の
手
人
れ
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
現
役
の
選
Ｆ
と

）Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
仲
間
と
の

帚
ら
い
も
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
ト
ョ
さ
ん
は
、
若
い
頃
か
ら
草
花

を
育
て
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
花
市

な
ど
で
于
に
入
れ
た
も
の
を
育
て
て

は
、
近
所
の
大
に
分
け
た
り
し
て
、

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
五
人
の
子
供
さ
ん
に
恵
ま

れ
、
ト
人
の
お
孫
さ
ん
が
い
る
お
二

人
は
、
年
二
回
の
鹿
島
長
与
会
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
の
旅
行
に
、
お
そ
る
い

で
参
加
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
お
二
人
の
健
康
の
秘
け
つ
を
た
ず

ね
る
と
、
「
毎
朝
、
寝
床
で
乾
布
土

谷
つ
を
し
て
い
る
こ
と
。
一
だ
そ
う
で
、

二
れ
を
家
族
や
友
人
に
勧
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

短
　
　
歌

田
面
這
う
あ
ぜ
焼
き
の
煙
山
裾
に

　
　
　
　
住
む
と
ふ
存
の
神
連
れ
未
ま
せ

　
　
　
　
　
）

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

春
あ
さ
き
青
海
原
に
若
き
ら
の

　
　
　
　
サ
ー
フ
ィ
ン
見
ゆ
波
の
間
に
間
に

や
お
ら
か
き
二
月
の
陽
射
し
背
に
う
け
て

　
　
　
　
　
黒
川
べ
り
に
釣
る
人
の
お
り

　
　
　
　
　
　
　
行
き
ず
り
の
人
は
忿
恨
と
知
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
姿
を
ふ
り
か
へ
り
見
る

小
林
　
光
子
　
　
　
　
　
　

俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
七
言
て
立
春
の
描
ｍ
に

　
　
　
　
　
　
　
雪
の
と
ぼ
と
ぼ
よ
る
言
言

諸
岡
　
婉
美
　
　
急
行
の
過
ぎ
た
る
ホ
ー
ム
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
七
が
れ
し
鴉
の
こ
ゑ
や
冬
木
立

粂
川
フ
ョ
子

轟
　
　
ノ
リ

宇
井

伊
沢

鈴
本

針
本

秋
汀

吃
明

文
二

木
兎

m/八八『司
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生活は向上し、余暇の利用や社会参加は

活発に、しかし、父親は仕事中心的傾向も

　
町
Ｐ
Ｔ
八
達
介
会
（
落
合
功
会
長
）

の
調
査
部
が
実
施
し
た
「
生
活
と
地

域
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結

果
、
生
活
は
豊
か
に
な
っ
て
、
余
暇

の
利
用
が
よ
り
多
く
な
り
、
社
会
参

加
は
積
極
的
な
傾
向
に
な
っ
て
い
る

が
、
父
親
は
仕
事
中
心
的
傾
向
に
あ

り
、
子
供
と
も
話
す
時
間
が
あ
ま
り

持
て
な
い
な
ど
問
題
点
も
出
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
活
環
境
の
向
上
や
町
の

発
展
に
多
く
の
人
が
関
心
を
示
し
、

町
施
設
の
利
用
も
多
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

旧
記
良
曇

　
図
懇

匹
い
Ｊ
Ｊ
度
は
ど
の
程
度
と
思
ぃ
ま

　
　
「
中
の
中
」
が
最
も
多
く
、
六
三

％
の
父
母
が
思
っ
て
お
り
、
「
中
の

古
と
考
え
て
い
る
人
も
一
七
ト
ー

ハ
％
あ
り
、
全
休
と
し
て
余
裕
が
あ

る
生
活
程
度
と
の
意
識
を
持
つ
人
が

多
い
。

[自白

央
婦
間
の
話
し
合
い
は
ど
の
程
度

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

全
体
的
に
約
九
割
の
人
が
話
し
合

っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
残
り
の

一
割
の
人
た
ち
は
問
題
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

jOｺ

行親
子
間
の
話
し
合
い
は
ど
の
程
度

な
つ
て
い
ま
す
か
。

　
　
「
十
分
し
て
い
る
」
で
は
、
父
親

二
五
・
六
％
、
母
親
三
七
・
三
％
で

父
親
に
比
べ
は
親
が
子
供
に
多
く
接

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
。

　
「
あ
ま
り
し
て
い
な
い
」
で
は
父
親

が
一
四
・
一
％
も
あ
り
、
忙
し
い
か

ら
と
は
言
い
な
が
ら
も
問
題
点
と
言

　
一
ま
す
。

ﾛ疸ｺ
仕
事
と
余
暇
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
年
代
的
な
差
は
な
い
が
、
父
親
と

ほ
親
と
の
差
は
大
き
く
、
「
余
暇
も
時

に
は
楽
し
む
が
、
仕
事
の
方
に
力
を

入
れ
る
・
が
父
親
に
最
も
多
く
五
二

・
一
％
に
封
し
、
母
親
は
三
四
∴

％
で
、
父
親
の
仕
事
中
心
的
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
全
国
訓
告
と
比
べ
る

と
余
暇
を
楽
し
む
割
介
が
少
な
い
。

皿

望
ま
し
い
家
庭
形
態
に
つ
い
て

　
　
「
親
子
や
お
年
寄
り
な
ど
大
勢
で

暮
ら
す
の
が
望
ま
し
い
」
と
考
え
る

父
親
七
〇
・
七
％
、
母
親
六
万
ｏ

％
と
な
っ
て
、
全
国
調
査
の
割
合
よ

り
上
回
っ
て
お
り
、
大
家
族
志
向
が

強
い
。

一

[疸ｺ
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
べ
き
で
あ
る
か
。

　
「
持
戒
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
賛
成
」
が
介
計
で
父
親
七
八
∴
二

％
、
母
親
六
七
・
七
％
と
な
っ
て
ア

メ
リ
カ
の
三
回
％
や
イ
ギ
リ
ス
の
二

五
・
九
％
に
比
べ
、
女
性
の
職
場
進

出
に
保
守
的
意
見
が
多
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。地

域
活
動

ﾛ彭］

地
域
作
り
の
姿
勢
に
つ
い
て

　
近
所
付
き
合
い
は
、
「
ど
ち
ら
か
と

討
え
ば
」
は
父
親
八
三
・
八
％
、
母

親
九
五
・
七
％
で
、
全
国
調
査
七
二

・
九
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

ﾄﾞ郷］

町
の
図
書
館
や
公
民
館
に
行
き
ま

す
か
。

　
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
行
き
ま
す
。
」

は
、
父
親
四
三
％
、
母
親
六
五
・
八

％
で
全
国
調
査
の
一
七
・
九
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。

『間引

地
域
の
運
動
会
や
文
化
的
な
催
し

．物

一七

一

一-

の
参
加
に
つ
い
て

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
」
が
父
親

∴
％
、
母
読
人
二
・
五
％
の

人
が
参
加
し
て
お
り
、
全
国
調
査
の

　
こ
の
調
査
は
、
町
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
父
母
の
生
活
と
地
域
活
動
の
意

識
を
と
ら
え
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
教
育

活
動
の
方
向
を
考
え
よ
う
と
、
昨
年

の
七
月
十
五
日
、
町
内
八
小
学
校
、

二
中
学
校
と
壬
生
高
（
町
内
在
任
）

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
官
員
の
中
か
ら
等
隔
間
抽

出
法
に
よ
り
、
選
び
出
し
た
計
六
〇

〇
家
庭
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
配
布
心
服
と
い
う
方
法
で
行
い
、

回
収
率
は
五
百
八
十
四
家
庭
で
九
七

・
三
％
で
し
た
。

-
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四
四
・
四
％
を
大
き
く
卜
回
り
、
地

域
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
意
識
が
感

じ
ら
れ
る
。

ﾛ師j］し晰亘］　居住地周辺の生活環境の改善向上の関心壬生町の発展の関心

居
住
地
周
辺
の
生
活
環
境
の
改
善

や
向
上
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か

父

Ｍ

町
の
発
展
の
関
心
度
に
つ
い
て

Ｎ．Ａあまり関心

Ｉ
Ｉ
Ｉ

lﾘ

父

け

j鯨］

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団
体
役
員

に
就
い
て
も
良
い
か
。

　
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
就
い
て
も

良
い
」
が
父
親
三
六
・
一
％
、
母
親

言
二
・
六
％
あ
り
、
全
国
調
査
の
一

九
・
六
％
を
上
回
っ
て
い
る
・

目顔]

社
会
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か

　
「
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
は
父

親
三
七
％
、
母
親
三
九
・
六
％
あ
り

全
国
調
査
の
父
親
一
四
こ
二
％
、
母

親
一
七
・
九
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

ﾛ慨暉薗⑤
参
加
し
た
活
動
分
野
に
つ
い
て

社
会
活
動
に
参
加
し
て
良
か
っ
た

こ
と
は
？

　
「
健
康
や
体
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
」
二
四
・
八
％
、
「
自
由
時

余
暇
時
代
に
向
け
て

　
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
の
創
造

　
余
暇
に
レ
ジ
ャ
ー
の

　
　
意
味
を
持
た
せ
よ
う

　
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う
英
語
が
、
日
本

で
好
ん
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
昭
和
三
ト
年
代
後
半
の
こ
と

で
す
。
余
暇
も
、
時
を
同
じ
く
し
て

多
く
の
人
々
が
使
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
戦
的
、
同
種
の
言
葉
と
し
て

も
っ
ぱ
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
娯

楽
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
今
日
仁
至
る

ま
で
の
約
三
十
年
間
、
余
暇
と
い
う

言
葉
は
日
本
人
の
間
で
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
意
味
を
調
べ
て
み

る
と
、
「
仕
事
の
間
の
ひ
ま
、
あ
ま
り

Ｉ
一
一
一
一
｀
一
｀
一
一
一
｀

間
を
有
意
義
に
す
ご
せ
た
」
二
王
ハ

％
、
「
周
囲
の
人
と
共
通
の
話
題
が

で
き
た
」
二
丁
一
％
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

丘
）
全
国
訓
査
と
は
、
昭
和
六
十

　
二
年
発
行
の
文
部
省
編
「
現
代
の

　
平
底
教
育
－
小
学
校
低
、
中
学
年

　
期
編
」
の
巻
末
毀
れ
‥
で
す
。

の
時
間
、
ひ
ま
、
い
と
ま
、
余
閑
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
示
学
館
『
日
本

国
語
大
辞
典
』
）
。

　
余
暇
を
罪
悪
視
し
て

　
　
　
　
き
た
日
本
人

　
余
暇
と
い
う
漢
語
が
日
本
に
入
っ

て
き
て
、
千
年
の
歴
史
が
あ
る
の
に

昭
和
三
ト
年
代
に
至
る
ま
で
一
部
の

人
に
し
か
使
わ
れ
ず
に
、
広
く
流
布

し
な
か
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
不
思

議
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
人
は
、
余
暇
の
対
極
に
あ
る

労
働
を
重
視
し
て
、
孔
子
の
「
小
人

閑
居
し
て
不
善
を
な
す
」
の
教
え
ど

お
り
、
余
暇
を
罪
悪
視
し
て
き
た
た

め
で
し
ょ
う
。

余
暇
に
積
極
性
を

　
こ
れ
か
ら
は
余
暇
と
い
う
言
葉
を

英
語
の
レ
ジ
ャ
ー
の
よ
う
に
、
積
極

的
な
活
動
と
い
っ
た
意
味
も
付
加
し

自
己
開
発
、
教
養
を
高
め
る
と
い
う

積
極
的
な
意
味
を
含
め
た
も
の
と
し

た
い
も
の
で
す
。

天
満
宮
で
書
道
展

　
二
月
二
十
五
日
、
上
稲
葉
天
満
宮

の
例
祭
で
書
道
展
が
開
催
さ
れ
、
土

曜
日
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ

い
に
く
の
小
雨
ま
じ
り
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
わ
が
子
の
作
品
を
見
る
父
兄

や
、
参
拝
に
訪
れ
た
人
、
そ
し
て
、

子
供
た
ち
で
た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
く
の
稲
葉
小
学
校
が
、

全
校
児
童
の
作
品
二
九
〇
点
を
奉
納

し
た
も
の
で
、
中
に
は
梁
川
喜
永
校

長
先
生
の
力
作
も
あ
り
、
た
い
へ
ん

好
評
で
し
た
。

　
ま
た
出
展
し
た
児
童
全
員
に
フ
記

念
品
と
し
て
半
紙
が
贈
ら
れ
、
こ
れ

を
機
会
に
、
ま
す
ま
す
子
供
た
ち
の

書
道
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
で
し
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私
は
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

羽
生
田
小
六
年

　
　
　
　
　
荒
川
麻
友
美

　
私
は
お
菓
子
を
作
る
の
が
人
好
き

だ
か
ら
、
将
来
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な

り
た
い
。

　
ま
よ
し
い
貴
い
屋
根
、
周
り
は
白

の
お
店
を
待
ち
た
い
。
お
店
の
中
は
、

ll

く

(;一一

ふ

テ
ー
ブ
ル
や
い
す
を
置
き
食
才
り
れ
　
Ｊ

る
よ
う
に
し
た
い
。
作
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
作
り
方

を
教
え
て
も
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
。
名
前
は
「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
’

な
ん
て
い
う
ら
が
い
い
。

　
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
キ
の
形
を
工
夫

し
て
、
た
く
さ
ん
売
っ
て
有
名
に
な

れ
た
ら
、
芸
能
人
の
結
婚
式
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
い
。

　
友
達
に
は
割
引
き
し
て
あ
げ
た
い
。

子
供
達
に
も
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
五
十
円
か
ら
Ｔ
万
円
く
ら
い
ま

で
の
コ
ー
ス
を
作
り
た
い
。

　
亨
疋
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
が

‘
一
’
‘
一
一
一
＝
一
｀
ｌ
ｑ
Ｄ
ｎ
｀
一
ｌ
ｄ
Ｄ
ｔ
一
‐
ｎ

③
唐
貼
◎
⑤
⑤

‘
一
″
一
1
1
1
1

j
一
｀
叩
－
ｔ
一
一
叩
－
Ｄ
Ｉ
｀
‐
‐
一
一
一
一
‐
｀
一
一
一
－
－
ｋ
一
｀
１
－
Ｄ
ｔ
｀
一
一
－
Ｄ
ｔ
゛
７
－
－
Ｚ
一
－
Ｌ
一
一
１
－
Ｄ
Ｌ
一
・
一
－
ｂ
ｔ
・
一
叩
－
－
一
一
｀
一
一
一
一
一

　
し
て
あ
げ
た

り

、
話
を
聞
い
て
あ
げ

　
た

り
し
て

、
患
者

さ
ん

が
少
し
で

も

　
楽
に
な
れ
る
よ

う
に
し
て
あ

げ
た
い

　
で
す
。

　
　
　
小

さ
い
こ
ろ
は

、

き

れ
い
な
花
が

　
好

き

で
、
花
屋

さ
ん
も
い
い
な
と
思

　
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は

り

看
護
婦

　
の
仕
事
は
、
病
人
や
け
が
人
な
ど
障

　
害
を
侍
っ
た
人
た
ち
を
助
け
た

り

、

　
守
っ
て
あ
げ
た

り

す
る
と
て
も
大
切

　
な
仕
事
で
す
。
だ
か
ら
、
勉
強
を
し

　
っ
か

り

や
っ
て
石
護
婦
に
な
ろ

う
と

　
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

新
し
い
農
業
に
取
り
組
む

農
業
経
営
者
グ
ル
ー
プ
か
集
う

　
　
　
栃
木
県
農
業
経
営
研
究
大
会

　
県
内
ト
四
地
区
で
組
織
的
に
農
業

振
叫
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
経
営

者
ダ
ル
し
フ
が
一
同
に
集
ま
り
、
活

動
実
績
の
発
長
・
交
換
を
通
し
て
、

農
業
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
農
業
の

発
展
を
目
ざ
し
て
行
こ
う
と
、
県
・

県
農
業
経
何
者
協
議
会
主
催
で
、
二

月
一
日
、
県
河
内
庁
舎
を
会
場
に
し

て
栃
木
県
農
業
経
営
研
究
犬
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
牛
曼
筒
雄
さ
ん
（
３
６
歳
・

下
稲
葉
六
八
〇
～
コ
は
、
栃
木
地

区
代
表
と
し
て
組
織
活
動
の
部
で
「

下
稲
葉
忙
殺
集
団
十
年
の
歩
み
」
と

題
し
て
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
下
稲
葉
営
農
集
団
が
個
人
所

有
の
機
械
を
持
た
な
い
で
、
ラ
イ
ス

ケ
バ
タ
ー
の
導
入
と
機
械
の
整
備
を

は
か
宍
米
麦
一
冊
作
業
体
系
を
確

立
し
、
作
物
の
管
理
以
外
の
す
べ
て

の
行
程
を
具
同
で
行
っ
て
お
り
、
そ

の
特
徴
、
成
眼
、
今
後
の
課
題
な
ど

の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
会
場

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
基
金
寄
付
者

ｏ
金
三
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
協
会
様

ｏ
金
三
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
至
宝
町
牝
自
治
今
様

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

○
金
二
四
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
壬
生
町
商
店
連
合
今
様

善
意
銀
行

ｏ
言
・
ノ
ェ
○
五
円
　
岡
田
靖
子
様

　
　
　
　
　
｝

　
　
　
訂
　
　
正

　
先
月
号
の
次
の
箇
所
を
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

ｏ
九
ぺ
犬
ジ
町
民
綱
引
き
大
会
結
果

�
男
子
の
部
第
三
位
　
旭
町
千
－
ム

ｍ
　
　
″
六
美
南
部
第
一
チ
ー
ム

の
ト
四
ぺ
犬
ゾ
歳
末
た
す
け
あ
い
募

　
金
の
篤
志
寄
付
に
次
の
寄
行
者
を

　
追
加
し
、
金
額
介
訂
正
し
ま
す
。

・
モ
生
郷
友
会
様
　
金
七
一
、
五
〇
〇
円

焼
支
社
計
≒
ヒ
、
三
一
函
↓
　
二
九
八
、
ハ
ー
‐
‐
一
円

禁
へ
‥
計
上
七
八
三
三
円
光
三
回
願
八
三
円

０
.
協
支
出
金
几
一
八
、
兄
七
円
↓
　
八
四
六
、
六
八
七
円

ｏ
一
四
ペ
ー
ジ
下
段
十
行
目
の
社
会

　
福
祉
協
議
会
寄
付
の
金
額

　
金
ハ
言
ｏ
ｏ
円
↓
金
一
八
、
○
○
○
円

△
Ｈ
Ｈ
一
（
・
期
）

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

　
（
納
期
限
五
月
一
日
）

・
国
民
年
金
（
前
納
・
一
期
）

　
（
納
期
限
四
月
二
十
八
日
）

Ｊ
円
心

三 １
言
言

リ
、
患
者
き
ん
が
喜
ぶ
よ
う
な
話
を
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